
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              学校通信 

 R8年度１号 力合小学校 
                校長 高木 謙一 

令和８年度のスタートです 

春のやわらかな日差しとともに、令和 8年度がスタートしました。保護者の皆様におかれましては、ますま

すご清祥のことと拝察いたします。また、日頃より本校の教育活動に温かいご理解とご協力を賜り、心より感

謝申し上げます。 

私は今年度より、力合小学校の校長を務めることとなりました。150年の歴史を受け継ぎ、地域に根ざし、

多くの子どもたちを育んできたこの学校の舵取りを任されたことに、身の引き締まる思いと同時に、大きな喜

びを感じております。力合小学校は、地域の皆様、保護者の皆様に支えられながら歩んできた学校です。その

伝統を大切にしつつ、これからの時代を生きる子どもたちに必要な力を育む学校でありたいと考えています。 

本校の教育目標は、「気づき・考え・進んで行動する子どもの育成」です。 

気づくとは、まわりを見ること、相手の気持ちを感じ取ること。 

考えるとは、「どうしたらよいか」と自分の頭でしっかり考えること。 

進んで行動するとは、気づき、考えたことを実際にやってみることです。 

私は、この三つの力こそが、子どもたちの未来を切り開く土台になると確信しています。そして今年度は、

これらの力を支える 「思いやり」と「笑顔」 を、学校づくりの中心に据えてまいります。子どもたちが互い

を大切にし、安心して挑戦できる学校をつくることが、校長としての私の大きな使命です。安全面につきまし

ても、登下校の見守りや校内の安全点検を継続し、安心して学校生活を送れる環境づくりに努めてまいります。 

また、「いじめは絶対に許さない」という強い姿勢で臨み、子どもたちの心に寄り添った指導を進めてまいり

ます。学校と家庭が同じ方向を向き、子どもたちの成長を支えていくことで、教育の効果は最大限に高まりま

す。今後とも、尚学会（PTA）の活動をはじめ、保護者の皆様のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上

げます。今年度も、子どもたち一人ひとりが笑顔で輝き、「力合小学校に通えてよかった」と心から思える一

年となるよう、職員一同、力を合わせて取り組んでまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

４月１４日（水）、地震避難訓練を行いました。雨が降り出したため、運動場への避難はできませんでした

が、各教室からの避難経路の確認をして、体育館に集合しました。防災担当の先生から、真剣に取り組めたか

の振り返りをしていただき、そのあと私から話をしました。子どもたちに伝えたのは、「命を守るために、ま

ず人の話を聞くことが大切である」ということです。放送を聞く、近くの大人の指示を聞く、周りの状況を聞

き取ることは、命を守る行動につながります。今回の訓練で大切にした「人の話を聞く力」は、災害時だけに

必要な力ではありません。日常の学校生活でも、友だちの話を聞く、先生の話を聞く、相手の気持ちを聞こう

とする、こうした姿勢が、学びや人間関係の土台になります。「聞く力」は、命を守る力であると同時に、子

どもたちがこれからの社会を生きていくための大切な力だと考えます。。 

熊本地震から 10年を迎えました。あの日、「当たり前の毎日」が一瞬で変わる経験をしました。同時に、地

域のつながりや、人と人が支え合う力の大きさを深く感じた日でもありました。10年という節目は、「忘れな

いこと」「備え続けること」「次の世代に伝えること」の大切さを改めて考える機会でもあります。子どもた

ちは、当時を知らない世代になりつつあります。だからこそ、学校として、“命を守る力”“周りの人を思い

やる心”を丁寧に伝えていく責任があると思います。 

 

 

力合だより 

地震避難訓練 ～熊本地震から 10年の節目に～ 

 


